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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体（Ｄ）内部に備えた液流路の中途にシリンダ（23）を連通させるとともに、シリン
ダ（23）内を摺動するプランジャ（Ｅ）の押し込み操作を行うトリガー（Ｆ）を備え、ト
リガー（Ｆ）の操作により容器体内の液を液流路終端のノズル（Ｊ）より噴出する如く構
成したトリガー式液体噴出器に於いて、軸線（ａ）を中心に回動可能に本体（Ｄ）に装着
した長尺な首筒（62）の先端に、前記軸線（ａ）に対し噴出口（88）の開口方向を傾倒し
た状態でノズル（Ｊ）を装着し、首筒（62）と一体に回動し、トリガー（Ｆ）の引き込み
防止状態から、トリガー（Ｆ）の引き込み可能状態への回動が可能なストッパー（67）を
設け、前記トリガー（Ｆ）の引き込み防止状態で、ストッパー（67）の基板部（67a ）を
軸線（ａ）に対して下方に垂設するとともに、噴出口（88）の開口方向を軸線（ａ）に対
して下方に傾倒したことを特徴とするトリガー式液体噴出器。
【請求項２】
　一定液圧以上で開弁する蓄圧式の吐出弁（94）をノズル（Ｊ）内に設けた請求項１に記
載のトリガー式液体噴出器。
【請求項３】
　首筒（62）内に液の流通が可能に嵌着した充填棒（Ｉ）を設けた請求項１又は請求項２
のいずれかに記載のトリガー式液体噴出器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明はトリガー式液体噴出器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トリガー式液体噴出器は使用の簡便さから数多くの商品が提案され販売されて来た。そ
のなかで販売する側は商品の特徴を明確にして競合品との差別化を打ち出し、市場に於け
る勝ち残りに凌ぎを削っている。その為トリガー式液体噴出器に対してもより高い機能の
要求があり微細な均一安定した霧や切れの良い霧及び泡の供給が要求され、それに伴うト
リガー式液体噴出器が提案されている。（例えば，特許文献１参照）
【０００３】
　上記液体噴出器は、操作レバーを繰り返し牽曳して容器体内の液体を吸引，加圧，圧送
するポンプと、このポンプを一体的に備え該ポンプによって加圧，圧送された液体を通過
させる送給経路を有するボディと、このボディの送給経路の末端に配置され送給経路を通
って圧送された液体を外界に向けて噴出する噴射ノズルとを備え、ボディの送給経路内に
、該送給経路を閉塞状態に常時保持し、液体の圧力が規定圧力に達したときにのみ送給経
路を開放する蓄圧弁を設けている。
【０００４】
　この蓄圧弁は、弁体と弾性部材とから構成されている。弁体は、内部を送給経路の一部
として構成した縦筒内に上下動可能に装着している。また、弾性部材は、弁体上部に於い
て、弁体の開口から内部空間へと入りこみ縦筒内周に形成した上向き段部形態の弁座に弁
体周囲の下向き段部形態のシール部を押し当てて縦筒内を閉塞状態に保持する一方、規定
圧力に達したときのみ弁座から弁体を離反させる反発力を有する如く構成している。この
トリガー式液体噴出器は、ボディの縦筒内に蓄圧弁を挿入し、配置するだけで蓄圧式の液
体噴出器に変更することができ、設計変更するなどの余計な手間をかけることなしに液体
の均一な噴出が可能な優れたものである。
【特許文献１】特開２００６－２０５０４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記従来のトリガー式液体噴出器は、縦筒上端より前方へ射出筒を、その下方より前方
へシリンダを、それぞれ延設した本体を備え、射出筒の先端にノズルを嵌着し、トリガー
操作によりノズルの噴出口より液を噴出させる如く構成している。一方、この種の液体噴
出器の収納液としては、洗浄剤，かび取り等の薬剤，化粧料等その種類は多岐にわたり、
その使用形態もそれに伴って多様化しており、特に塗布対象位置が陰に隠れて直接の噴出
が困難な部位である状態にも多く遭遇する。その様な場合には前記従来の射出筒の先端に
ノズルを嵌着したものであっては、好ましい塗布が行えない場合がある。
【０００６】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、塗布対象部位が陰に隠れた塗布の行い難
い場所であっても簡単に対応できるトリガー式液体噴出器を提案する。また、液の噴出を
防止した状態と、噴出が可能な状態とを簡単な操作で切り換えることができ、しかもその
切り換えを噴出口の好ましい向きと連動したトリガー式液体噴出器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、本体Ｄ内部に備えた液流路の中途にシ
リンダ23を連通させるとともに、シリンダ23内を摺動するプランジャＥの押し込み操作を
行うトリガーＦを備え、トリガーＦの操作により容器体内の液を液流路終端のノズルＪよ
り噴出する如く構成したトリガー式液体噴出器に於いて、軸線ａを中心に回動可能に本体
Ｄに装着した長尺な首筒62の先端に、前記軸線ａに対し噴出口88の開口方向を傾倒した状
態でノズルＪを装着し、首筒62と一体に回動し、トリガーＦの引き込み防止状態から、ト
リガーＦの引き込み可能状態への回動が可能なストッパー67を設け、前記トリガーＦの引
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き込み防止状態で、ストッパー67の基板部67a を軸線ａに対して下方に垂設するとともに
、噴出口88の開口方向を軸線ａに対して下方に傾倒した。
【０００９】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、一定液圧以
上で開弁する蓄圧式の吐出弁94をノズルＪ内に設けた。
【００１０】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段又は第２の手段のいず
れかの手段に於いて、首筒62内に液の流通が可能に嵌着した充填棒Ｉを設けた。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のトリガー式液体噴出器は、軸線ａを中心に回動可能に本体Ｄに装着した長尺な
首筒62の先端に、前記軸線ａに対し噴出口88の開口方向を傾倒した状態でノズルＪを装着
しているので、塗布対象位置が物の陰に隠れて直接見えない位置であっても容易に塗布す
ることができ、しかも、首筒62は長尺であるため、比較的奥まった場所でも容易に対処で
きる。
【００１２】
　首筒62と一体に回動し、トリガーＦの引き込み防止状態から、トリガーＦの引き込み可
能状態への回動が可能なストッパー67を設けた場合には、不使用時にはトリガーの引き込
み防止状態にしておけば、誤っての液の噴射を防止できる。また、ストッパー67は回動さ
せるだけで引き込み可能状態となるため、その操作は極めて簡単であり、しかも、それと
同時に噴出口88の開口方向も噴射に適した方向に変えることができる利点もある。
【００１３】
　一定液圧以上で開弁する蓄圧式の吐出弁94をノズルＪ内に設けた場合には、液切れが良
く、噴霧粒が小さく、また、円滑で且つ均一な噴出が可能となる。
【００１４】
　首筒62内に液の流通が可能に嵌着した充填棒Ｉを設けた場合には、首筒62内の液圧の安
定化を図ることができ、液の流れの安定化を図ることができるものであり、それによって
、蓄圧式の吐出弁94に送られる液圧も安定化し、圧力損失を減少してプライミングの回数
を少なくでき、より均一な噴出が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１及び図２は本発明のトリガー式液体噴出器１を示すもので、トリガー式液体噴出器
１は、装着キャップＡと、連結筒部材Ｂと、吸上げパイプＣと、本体Ｄと、プランジャＥ
と、トリガーＦと、接続部材Ｇと、長首部材Ｈと、ノズルＪと、吐出弁体Ｋとを備えてい
る。
【００１７】
　装着キャップＡは容器体の口頸部外周に嵌合させる周壁２上端縁より内方へフランジ状
の頂板３を延設して構成している。
【００１８】
　連結筒部材Ｂは、頂板３下面に上面を係合させたフランジ10を下端開口の基筒部11外周
より突設し、基筒部11内下部に下端を開口して上端を基筒部11の頂壁12を貫通してその上
方へ縦筒13を立設している。縦筒13内上端部には吸込み弁14を設け、その下部には吸上げ
パイプＣの上端部を嵌着し、その下端を容器体内下部に垂下する如く構成している。また
、連結筒部材Ｂを容器体に装着する際は、基筒部11下端部を容器体口頸部内周に液密に嵌
合させるとともに、フランジ10下面をパッキンｐを介して口頸部上面に液密に当接させる
。
【００１９】
　本体Ｄは、下面より垂設した嵌合筒20を基筒部11外周に嵌合させて連結筒部材Ｂに装着
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するとともに、縦筒13外周に嵌合させた外層縦筒21を備え、また、外層縦筒21の上部前面
から射出筒22を、その下方からシリンダ23をそれぞれ前方へ突設している。また、本体Ｄ
と一体に形成したカバー24により本体Ｄ左右および後部を被覆している。
【００２０】
　シリンダ23は外筒23a と内筒23b とを備えており、外筒23a 内に同心円状に内筒23b を
突設し、外筒23a より短い内筒23b 外面と外筒23a 内面との間をシリンダ室Ｒとして画成
している。そして、シリンダ室Ｒ後端部の外層縦筒21に設けた透孔25と、外層縦筒21と縦
筒13との間に形成した連通溝26とで、シリンダ室Ｒ内と射出筒22内とを連通させ、また、
連通溝26と縦筒13の上端部に穿設した切欠き15とで、射出筒22内と吸込み弁14下流の縦筒
13内とを連通させている。
【００２１】
　プランジャＥは、前端閉塞で後端開口の筒状をなす基部30を備え、外筒23a 内周を液密
摺動する前後一対のスカート状をなす外側摺動部31を基部30外周に突設し、内筒23b 外周
を液密摺動する内側摺動部32を基部30内周に突設して構成しており、コイルスプリングs1
により前方へ付勢させている。
【００２２】
　トリガーＦは、射出筒22の先端部両側に上端部を回動可能に連結してシリンダ23の前方
へ揺動可能に垂下させており、プランジャＥの先端部に上部を連繋させて係止しており、
後方への引き込みによりプランジャＥをコイルスプリングs1の付勢力に抗して後方へ移行
させる如く構成している。
【００２３】
　接続部材Ｇは、射出筒22の先端面に裏面を当接する基板50の裏面より後方へ突設した嵌
合筒51を射出筒22外周に嵌合させて装着しており、基板50の前面からは長首部材Ｈを回動
可能に嵌合させる支筒52を突設し、その中央部に透孔53を穿設している。
【００２４】
　長首部材Ｈは、支筒52外周に抜け出しを防止して回動可能に装着筒部60を嵌合させてお
り、装着筒部60の先端より中心側へ延設したフランジ61を介して前方へ首筒62を延設して
いる。従って、首筒62はその軸線ａを中心に回動可能に装着されている。また、フランジ
61の裏面より支筒52内周に液密摺動可能に嵌合させたシール筒63を突設している。首筒62
はノズルＪを本体Ｄより離間した前方に位置させるためのものであり、その長さとしては
、この種のトリガー式液体噴出器の一般的な大きさを考慮すれば、例えば、10ｃｍ～３０
ｃｍ位の長さが参考として挙げられるが当然これに限られず、用途等により種々選択する
ことができる。
【００２５】
　首筒62の先端にはノズルＪを嵌着させるための支持筒64を基板65を介して突設している
。基板65はノズルＪの噴出口を傾倒させるために首筒62に対して下方へ傾いて形成されて
おり、支持筒64は基板65と直交して突設している。また、基板65の前面には蓄圧式の吐出
弁体を装着するための小径シリンダ部66を突設している。また、首筒62の内部に充填棒Ｉ
を嵌着している。充填棒Ｉは、首筒62内の液圧の安定化を図り、液の流れの安定化を図る
ためのものであり、リブ70により首筒62内面との間に液の流路を確保している。
【００２６】
　装着筒部60の下面からはストッパー67を一体に延設している。ストッパー67は装着筒部
60下面中央部より垂設した基板部67a の後縁下部より側方へ伸びる横板67b を延設し、横
板67b の外側縁より後方へ支持板67c を延設し、支持板67c の前後方向中間部より内方へ
トリガーＦの後面に当接係止する第１係止板67d を、後端縁よりシリンダ23の外筒23a 前
面に当接する第２係止板67e をそれぞれ突設して構成している。従って、ストッパー67は
接続部材Ｇとの接続部分に於ける抗力だけでなく、シリンダ23前面に於ける抗力が働き、
二重の抗力により、確実にトリガーＦの引き込みを防止できる。
【００２７】
　ノズルＪは、支持筒64の外周に抜け出しを防止して周壁80を嵌合させて長首部材Ｈに嵌
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着しており、周壁80の前端縁より内方へ延設したフランジ部81より後方へ大径シリンダ部
82を延設しており、フランジ部81の内周縁より前方へチップ嵌合筒83を延設している。ま
た、フランジ部81の内周縁部には吐出弁座84を形成している。チップ嵌合筒83内には周囲
を周方向複数のリブ85により支持されることにより周囲に液の流通が可能な隙間をあけて
支持された芯棒86を設けており、芯棒周囲から前面に亘りスピン形成用の公知のチップ87
を嵌着している。このチップ87中央の噴出口88は、軸線ａに対して下方に傾倒した状態で
開口している。
【００２８】
　吐出弁体Ｋは、小径シリンダ部66に摺動可能に嵌合させた環状小径摺動部90と、大径シ
リンダ部82に摺動可能に嵌合させた環状の大径摺動部91とをそれぞれ環状基部92の後部お
よび前部より突設し、また、環状基部92の先端に環状基部92との間の液の流通が可能に弁
部93を突設し、コイルスプリングs2により常時前方へ付勢され、弁部93を吐出弁座84に圧
接してこの部分に吐出弁94を形成している。
【００２９】
　上記の如く構成されたトリガー式液体噴出器１は、図１の状態からストッパー67を回動
させるとトリガーＦの引き込みが可能となり、また、その際、首筒62が回転するとともに
、ノズルＪが回転して図２に示す如く上方を向く。次いで、トリガーＦを引きプランジャ
Ｅを後方へ押し込むとシリンダ室Ｒ内の加圧液が射出筒22から首筒62を介してノズルＪ内
に導入される。ここで、大径摺動部91と小径摺動部90との径差で生じる圧力により吐出弁
体Ｋが上流側に押圧されコイルスプリングs2の付勢力に抗して吐出弁94を開いて噴出口88
から外部へ噴出される。
【００３０】
　トリガーＦをある程度まで引いて液の噴出が一定量行われるとコイルスプリングs2の付
勢力により吐出弁94が閉じ、次いでトリガーＩの押圧を解除すれば、コイルスプリングs1
の作用でプランジャＥが押圧されシリンダ室Ｒ内が負圧化され、吸込み弁14が開いて容器
体内の液をシリンダ室Ｒ内に導入する。
【００３１】
　図４は他の例を示すもので、図１の例に於いて、ノズルＪの先端に開閉可能な蓋板89を
設けている。他は図１の例と同様であるため説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】トリガー式液体噴出器の縦断面図である。（実施例１）
【図２】トリガー式液体噴出器の液噴出態勢の縦断面図である。（実施例１）
【図３】ノズル部分の要部拡大断面図である。（実施例１）
【図４】トリガー式液体噴出器の縦断面図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００３３】
　１…トリガー式液体噴出器
　　Ａ…装着キャップ
　　　２…周壁，３…頂板
　　Ｂ…連結筒部材
　　　10…フランジ，11…基筒部，12…頂壁，13…縦筒，14…吸込み弁，15…切欠き，
　　　ｐ…パッキン
　　Ｃ…吸上げパイプ
　　Ｄ…本体
　　　20…嵌合筒，21…外層縦筒，22…射出筒，23…シリンダ，23a …外筒，
　　　23b …内筒，24…カバー，25…透孔，26…連通溝，Ｒ…シリンダ室
　　Ｅ…プランジャ
　　　30…基部，31…外側摺動部，32…内側摺動部，s1…コイルスプリング
　　Ｆ…トリガー
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　　Ｇ…接続部材
　　　50…基板，51…嵌合筒，52…支筒，53…透孔
　　Ｈ…長首部材
　　　60…装着筒部，61…フランジ，62…首部，63…シール部，64…支持筒，65…基板，
　　　66…小径シリンダ部，67…ストッパー，67a …基板部，67b …横板，
　　　67c …支持板，67d …第１係止板，67e …第２係止板
　　Ｉ…充填棒
　　　70…リブ
    Ｊ…ノズル
　　　80…周壁，81…フランジ部，82…大径シリンダ，83…チップ嵌合筒，
　　　84…吐出弁座，85…リブ，86…芯棒，87…チップ，88…噴出口，89…蓋板
　　Ｋ…吐出弁体
　　　90…小径摺動部，91…大径摺動部，92…環状基部，93…弁部，94…吐出弁，
      s2…コイルスプリング

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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